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2028 年ロサンゼルスオリンピック中継大予測 
 

長倉星哉，木山敬士郎，吉田龍馬（情報科学科），土江亜里紗，高橋東也（情報社会学

科） 

 

私たちは 10年後の 2028年ロサンゼルスオリンピックのテレビ中継について，ネット

上の文献を調べ，その結果に基づき 10 年後のオリンピック中継の映像技術を予測した． 

オリンピック中継において欠かせない 8KSHV カメラは単板カラー撮影方式の開発などに

より大幅に小型化され，わずか２kg の Cube カメラが開発された．しかし，人々に美し

い 8Kの映像を届けるには 8Kテレビの普及も重要である．そのためには「送信」，「受

信環境」，「魅力的なコンテンツ」がカギである．また，VR 技術の発達で，人々がま

るでスタジアムで競技を観戦している感覚を味わえる．他にも，ハイスピードカメラを

用いたチャレンジシステムの進歩により，審判が会場にいる必要がなくなるだろう． 

これらの技術によって，ロサンゼルスオリンピックの中継は，それ以降の新たなオリン

ピック中継の先駆けとなる，先進的な中継になるであろうと予測した． 
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